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阿
歴
内
の
沿
革

大
正

４
年

11
戸
の
集
団
移
民
入
植
開
始

６
年

福
島
団
体
、
宮
城
団
体
、
大
河
原
団

体
が
入
地

７
年

別
保
団
体
、
士
別
団
体
が
入
地

10
年

本
願
寺
派
阿
歴
内
説
教
所
開
設

昭
和

４
年

阿
歴
内
郵
便
取
扱
所
設
置

14
年

阿
歴
内
開
拓
25
周
年
記
念
行
事
式
典

開
催

21
年

戦
後
入
植
者
と
し
て
西
和
に
13
戸
入

地

40
年

阿
歴
内
開
拓
50
周
年
記
念
式
典
開
催

50
年

阿
歴
内
消
防
班
創
設

52
年

阿
歴
内
公
民
館
が
新
築

60
年

阿
歴
内
開
拓
70
周
年
記
念
行
事
式
典

開
催

63
年

阿
歴
内
地
域
振
興
会
設
立

平
成
11
年

阿
歴
内
地
域
振
興
会
防
災
組
織
設
立

27
年

阿
歴
内
開
拓
１
０
０
周
年
記
念
式
典

開
催

阿歴内地域
開拓１００周年
阿歴内地域開拓から今年で100年。
５月31日に阿歴内開拓100周年記念式典・祝賀会が開催され、約170人の方が参加し、
盛大に100周年を祝いました。阿歴内地域はさらなる発展へ歩み続けます。

特集
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阿歴内地域開拓100周年

地
名
の
由
来
は
さ
ま
ざ
ま
な
学
説
が
あ

り
ま
す
が
、
阿
歴
内
開
拓
25
周
年
記

念
誌
に
よ
る
と
、
ア
イ
ヌ
語
の
芽
の
生
え
て

い
る
所
を
意
味
す
る
「
サ
リ
キ
ウ
シ
ナ
イ
」

か
ら
由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
サ
リ
キ
」
は
茅
「
ウ
シ
ナ
イ
」
は
見
渡
す

限
り
生
え
て
い
る
川
と
い
う
意
味
で
「
ヨ
シ

が
群
生
し
て
い
る
沢
」
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。

阿
歴
内
地
域
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
の
は

大
正
４
年
、
酒
見
澤
一
郎
氏
ら
13
名

が
阿
歴
内
地
域
に
入
植
し
、
昭
和
20
年
ま
で

に
４
５
０
戸
ほ
ど
の
移
住
者
が
入
植
し
ま
し

た
。

　

入
植
初
期
、阿
歴
内
地
域
は
斜
面
が
多
く
、

畑
作
に
適
さ
な
い
土
地
の
た
め
、
馬
産
の
神

と
呼
ば
れ
た
神
八
三
郎
氏
の
指
導
に
よ
り
、

馬
産
を
中
心
に
有
畜
農
業
経
営
を
進
め
、
釧

路
管
内
有
数
の
馬
産
地
と
し
て
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

大
正
11
年
、
高
橋
源
平
氏
ら
25
人
が
現
在

の
農
業
協
同
組
合
に
あ
た
る
産
業
組
合
を
設

立
し
、
昭
和
５
年
東
阿
歴
内
地
域
に
初
め
て

乳
牛
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和

26
年
に
貸
し
付
け
牛
仔
返
し
制
度
に
よ
り
約

50
頭
の
乳
牛
が
導
入
さ
れ
、
こ
れ
が
阿
歴
内

地
域
の
酪
農
の
基
盤
と
な
り
ま
し
た
。

１. 記念式典後に開催された祝賀会のアトラクション／２. 釧路アップルシャベルズの皆さんと参加者との演奏
３. 阿歴内小中学校の子どもたちが童謡「ふるさと」を合唱

思
い
出
ア
ル
バ
ム

昭和60年頃の阿歴内市街

昭和6年頃 開拓共同作業のひとコマ昭和16年 阿歴内神社にて

昭和43年頃の牧草作業風景昭和45年 移動手段は馬車

ア
レ
キ
ナ
イ
の
由
来

ヒ
ス
ト
リ
ー

開拓50周年祝賀会

式
典

フ
ォ
ト

祝
賀
会
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様
子


